
市報

植田、貫禄の全県制覇！
　１月８日に秋田市立体育館で行われた県ミ

ニバスケットボール交歓大会女子決勝。植田

が圧倒的な強さを見せ、この大会初優勝を果

たしました。植田は、初戦から決勝まで相手

チームに一度もリードを許すことなく快勝。

３月28日に開幕する全国大会に向けて大きな

弾みをつけました。（関連記事４ページ）
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地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
市
民
が

主
役
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
と
し
て
『
地
域

協
議
会
』
が
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
４
年

が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
密

接
に
関
わ
る
行
政
施
策
な
ど
を
協
議
・
提

言
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
『
地
域
づ
く
り
計
画
』
の
策
定
や

『
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業
』
の
検

討
、
各
協
議
会
が
必
要
と
判
断
し
た
企
画

や
検
討
課
題
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
地
域
自
治
区
の
廃
止
に
と
も

な
い
、
『
地
域
協
議
会
』
も
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
が
、
市
で
は
、 

 

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
、
新
年
度
か
ら

『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』
を
８
地
域
（
旧

自
治
体
ご
と
）
に
設
置
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
位
置
づ
け
や
役

割
な
ど
は
、
下
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
示
す
と

お
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
協
議
会
が
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
主

体
的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
、
市
民
と

行
政
の
協
働
意
識
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
強
力

な
推
進
機
関
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
委
員
は
、
各
地

域
18
人
以
内
を
市
長
が
選
任
し
、
任
期
は

２
年
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
地
域
に
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
地
域
づ
く
り
に
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
々
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
委
員

　
　

　

満
20
歳
以
上
で
地
域
内
に
住
所
を

有
す
る
方
で

①
地
区
会
議
が
推
薦
す
る
方

②
地
域
、
各
種
団
体
が
推
薦
す
る
方

③
識
見
を
有
す
る
方

④
公
募
に
よ
る
方

２
年

要
件

任
期

新
年
度『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』を
設
置

地
域
活
性
化
を
強
力
に
推
進

各
18
人
以
内
の
委
員
を
市
長
が
選
任

地
域
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
へ

『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』が
発
足
し
ま
す

『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』が
発
足
し
ま
す

平成22年度

○○地区会議

◇◇地区会議 △△地区会議

地域づくり協議会

　市の附属機関で、地域の課題を話し合
い、地域が個性を発揮して発展できるよ
う意見や提案を行うまちづくり機関

位置づけ

①市長や市の機関から諮問された事項の
　審議と答申
②地域に関係する行政計画の策定や変更、
　公共施設の設置・廃止・管理のあり方に
　関する決定・変更の審議と提言
③『地域づくり計画』の策定や『元気の出
　る地域づくり事業』の検討・提案
④地域課題への自主的な協議・提言・実行

役 割 地域住民地域住民

地区会議地区会議

市
長
・
そ
の
他
の
市
の
機
関

市
長
・
そ
の
他
の
市
の
機
関

地域局地域局
地域に密着した事業や事務を行う
住民主体の活動をサポート

諮問・意見

答申・意見・提案

連携

連
携

参
加
・
提
案

参
加
・
提
案
・
連
携

キーワードは
〝住民が主役〟

地域づくり協議会委員

　市では、８地域（旧自治体ごと）に設置
する『地域づくり協議会』の委員を募集
します。希望される方は、住所のある地
域局へ応募してください。
　応募用紙（地域ごとにテーマを設けた
簡単な小論文が含まれます）は、各地域
局地域振興課または経営企画課（本庁南
庁舎内）でお配りします。
◆応募できる方
　地域内に住所のある20歳以上の方で、
　地域づくりに熱意を持って取り組むこ
　とができる方
◆募集人員
　各地域若干名
◆募集期限
　平成22年２月26日（金）【必着】
◆問合せ先
　各地域局地域振興課
　横手地域　32-2701　増田地域　45-5510
　平鹿地域　24-1111　雄物川地域　22-2111
　大森地域　26-2111　十文字地域　42-5111
　山内地域　53-2111　大雄地域　52-2111
　市総務企画部経営企画課 　35-2164

公募
します

参加・
 提案

　『地域づくり協議会』の主な役割は？

　市の様々な計画の策定や変更、地域にある公共施設

の利用法など、特に地域に関わりの深い事項について

話し合ったり、『地域づくり計画』や『元気の出る地

域づくり事業』の内容、地域の課題などについて検討

し、市長に提案したりすることです。

　『地域づくり計画』はどんな計画なの？

　各地域の活性化や住民主体のまちづくり、市民と行

政の協働を進めるために策定されたもので、現在の計

画は平成20年度から22年度までの３カ年計画となって

います。例えば、山内地域では山菜王国づくりや御嶽

山周辺の活用・整備を、増田地域では蔵の知名度を活

かしたまちづくりを進めるなど、その地域特有の活性

化事業を盛り込んでいます。

　『元気の出る地域づくり事業』はどんな事業をやっ
　ているの？

　地域づくり計画に基づいた様々な事業が企画されて

います。今年度は『大屋納豆再生イベント』（横手）、

『歴史探訪散策コースづくり』（雄物川）やあやめ園活性

化のための関連事業（平鹿）など、各地域でイベントや

環境整備事業が行われたほか、地域からの要望に添っ

た道路補修なども行われました。なお、新年度からは

この予算を倍増し、地域がますます元気になるような

企画を、地域づくり協議会で検討していきます。

　地域づくり協議会は１年間に何回開催されるの？

　開催回数は特に決まっていません。地域づくり計画

の策定や事業内容の検討、地域課題を話し合うため、

各地域づくり協議会が自由に決めることができます。

Ｑ
＆
Ａ
『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

まちなみ保護支援事業（増田）まちなみ保護支援事業（増田）

木戸五郎兵衛村にぎわい
創出事業（雄物川）

木戸五郎兵衛村にぎわい
創出事業（雄物川）

十文字映画祭（十文字）十文字映画祭（十文字）

芝桜再生事業（山内）芝桜再生事業（山内）
大屋梅の植樹（横手）大屋梅の植樹（横手）

きてたんシェ平鹿まつり（平鹿）きてたんシェ平鹿まつり（平鹿）

芝桜フェスタ（大森）芝桜フェスタ（大森）

地域教養講座『チェロと語りの
コンサート』（大雄）
地域教養講座『チェロと語りの
コンサート』（大雄）

 
地
域
の
活
力
は
地
域
み
ん
な
の
手
で

『
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業
』の
実
例
　

『地域づくり協議会』が発足します

地域づくり協議会のイメージ

地域づくり予算を倍増し、地域の元気を応援します

昨年の地域協議会委員懇談会の様子
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横手の元気印

向川さん、世界ジュニア出場へ

　１月31日からフランス・
シャモニーで開催されてい
る、アルペンスキーの世界
ジュニア選手権大会に、鳳
中学校出身の向川桜子さん
（角館高校３年）が、回転と
大回転の２種目に日本代表
として出場します。
　向川さんは、中学生時代
から全県大会の回転と大回
転で２年連続の２冠を獲得
するなど活躍。今回は世界
ジュニアの選考レースとな
った「ぬかびら源泉郷スキーＧＳ大会（12月19日・北海
道）」の大回転で大学生や社会人選手を抑えて優勝した
ほか、翌週の「阿寒スラローム大会」の回転２競技で
も、２位と３位に入賞する安定した滑りを見せ、見事
に代表の座を射止めました。
　「３歳でスキーを始めたときから、横手の皆さんに
育ててもらい、今の自分があるのは皆さんのおかげ」
と感謝の言葉を口にする向川さん。世界大会に挑むの
は、これが３度目ということで「過去２大会は体格差
で圧倒され気持ちの上で負けてしまったが、今回は思
い切りよく、自分らしい滑りがしたい。10位以内入賞
をめざします」と力強く目標を語っていました。

栄光栄光

今
の
元
気
を
い
つ
ま
で
も

『
介
護
予
防
普
及
講
座
』を
市
民
90
人
が
受
講

停
留
所
が
完
成
し
、高
速
バ
ス
の
待
合
い
が
快
適
に

向川 桜子さん
（横手・18歳・角館高３年）

むこう が わ　 さくら  こ

　

こ
の
ほ
ど
、
秋
田
自
動
車
道
横

手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
手
前
の
国

道
13
号
に
あ
る
、
高
速
バ
ス
停
留

所
の
上
屋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
停
は
、
こ
れ
ま
で
何

の
設
備
も
な
く
、
風
雨
や
雪
の
強

い
日
は
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
バ

ス
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
が
湯

沢
河
川
国
道
事
務
所
に
風
雪
を
し

の
げ
る
上
屋
の
整
備
を
要
望
し
た

も
の
で
、
整
備
工
事
は
昨
年
12
月

に
完
成
。
新
し
い
バ
ス
停
は
ベ
ン

チ
を
備
え
、
快
適
に
バ
ス
を
待
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　１月５日から８日に開催された県ミニバスケット
ボール交歓大会で、植田（女子）が力の差を見せつ
けて優勝を果たしました。現チームは、チームワー
クを活かした走るバスケを武器に県内では無敗。昨
年夏には東北大会優勝の実績もあるなど、全国大会
での活躍が期待されます。
　全国大会は３月28日から３日間の日程で、国立代
々木競技場（東京都）を会場に行われます。

３度目のスキー国際大会に挑む 目標は10位以内

　

高
齢
者
が
長
年
住
み
な
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
め
ざ
し
、
市
が
進
め
て
い
る
介

護
予
防
事
業
を
広
く
普
及
さ
せ
る

た
め
、
昨
年
10
月
か
ら
４
回
に
わ

た
り
『
介
護
予
防
普
及
講
座
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
浅
舞
公
民
館
を
会
場

に
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
、

市
内
全
域
か
ら
90
人
が
受
講
。
今

回
が
初
の
講
座
と
あ
っ
て
、
介
護

予
防
の
総
論
か
ら
始
ま
り
、
認
知

症
や
閉
じ
こ
も
り
の
予
防
、
口
腔

機
能
向
上
や
栄
養
改
善
、
運
動
器

機
能
の
維
持
向
上
を
テ
ー
マ
に
、

各
分
野
の
専
門
家
が
分
か
り
や
す

い
内
容
で
講
義
を
行
い
、
受
講
者

の
お
よ
そ
７
割
が
全
日
程
を
受
講

す
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

最
終
回
の
１
月
13
日
は
、
秋
田

看
護
福
祉
大
学
の
高
橋
和
幸
准
教

授
に
よ
る
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
全

体
で
こ
れ

ま
で
の
講

義
内
容
を

再
確
認
し

て
、
受
講

者
に
は
受

講
証
が
手

渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
福
祉
環
境
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
「
各
地
域
の
特
徴

に
応
じ
た
方
法
で
、
介
護
予
防
の

考
え
を
広
く
普
及
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
し
、
今
後
も
講
座
を
開
催

す
る
と
も
に
、
受
講
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
や
情
報
提
供
も
行
う

予
定
で
す
。

受講内容を振り返るグループワーク完成した高速バスの停留所施設

決勝戦直後、よろこびとうれし涙にあるれる植田のみなさん

第38回県ミニバスケットボール交歓大会

植田が圧倒的な強さで優勝！

う
わ　

や

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行

福祉福祉 自立支援医療受給者証（精神通院医療）に添付する診断書の提出が２年に１度になります

◆ご確認ください！
　＊自立支援医療受給者証の有効期限は、これまでどお
　　り１年間です。毎年、更新申請と保険証の写し・課
　　税証明書などの提出が必要です。
　＊更新手続きの際、病状の変化や治療方針に変更があ
　　る場合は診断書が必要になります。
◆精神保健福祉手帳をお持ちの方へ
　＊自立支援医療受給者証と精神保健福祉手帳を同時に
　　申請した場合、自立支援医療用診断書の提出は不要
　　になります。
　＊自立支援医療受給者証の有効期間は１年、精神保健
　　福祉手帳の有効期間は２年のため、有効期限に差が
　　生じます。この場合、所定の手続きを行うことで、
　　有効期間を合わせることができます。
　　※終了日を手帳の有効期限に合わせることにより、
　　　受給者証の有効期限が短縮されますのでご注意く
　　　ださい。

　障害者自立支援法施行規則の改正により、自立支援医
療受給者証(精神通院医療)に添付する、医師の診断書の
提出が２年に１度になりました。
◆対象者
　平成22年４月から有効期間が始まる自立支援医療受給
　者証をお持ちの方。
　※平成21年度中に診断書を提出した方は、平成22年度
　　の更新時に診断書を提出する必要はありません。
　　(翌年からは必要)
◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）
　　　　　　35-2132、　26-2118

障害者自立支援医療制度とは？

自立支援医療制度は、心身の障がいを除去・軽減
するための医療について、医療費の自己負担額を
軽減する公費負担医療制度です。

市勢市勢 横手市を象徴する『花・鳥・木』を制定します～みなさんのご意見を募集します～

　今年10月、横手市は市制施行５周年を迎えます。こ
の記念すべき年に、新横手市の「花・鳥・木」を制定
します。そこで、市民のみなさんに末永く親しまれる
「花鳥木」を制定するために、みなさんからのご意見
を募集します。

◆応募方法
　市役所本庁舎や各地域局地域振興課備え付けの応募用
　紙または、Ａ４程度の任意の用紙に必要事項を記入し、
　持参、郵送、ファクス、電子メール等で応募。
　【記入事項】
　　ア）選んだ花・鳥・木の名称（どれか１点での応募可）
　　イ）それぞれ選んだ理由
　　ウ）郵便番号・住所・氏名(ふりがな)・年齢・電話番号
　※応募用紙等の返却はしません。また、個人情報は適
　　切に保護管理し、他の目的には使いません。
◆公　　表
　市のホームページや市報などで公表します。なお、採
　用された花・鳥・木を応募した方の中から、抽選で各５
　人（計15人）に、2,000円の図書カードを差し上げます。
◆問合せ・応募先
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所 総務企画部総務課　市の花鳥木担当
　　0182-35-2161、　0182-33-6061
　　somu@city.yokote.lg.jp

旧市町村
横手市
増田町
平鹿町
雄物川町
大森町
十文字町
山内村
大雄村

花
菊
さくら
あやめ
れんげ草
やまつつじ
マリーゴールド
ユキツバキ
ホップ

鳥
やまどり
タカ
キジ
アオサギ
やまどり
はくちょう
ヤマバト
カッコウ

木
梅
りんご
槻の木
あかまつ
さくら
さくらんぼ
ベニヤマザクラ
あかまつ

◆応募資格
　小学生以上で市内に在住または、通勤・通学している方
◆応募要件
　①市内に生育・生息しているもの
　②市民に親しまれるもの
　※合併前の花鳥木も使用可能とします。（下記参照）

◆募集期間
　２月１日(月)～３月１日(月)当日消印有効
◆選定方法
　『「市の花・鳥・木」制定検討委員会』において選考し、
　市長が決定します。※応募多数のものが選定されると
　いうものではありません。

横手公園から望む市街地横手公園から望む市街地
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募集募集
～平成21年度市民コーディネーター養成講座～
「まちづくりの先進地・新潟」視察に参加しませんか

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／２月24日(水)午前９時～10時30分
◆申込期限／２月19日(金)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111内1033,1034

　市税の滞納処分として差押えた財産を、入札により売
却（公売）します。

◆公売不動産
　○土地　所在／横手市中央町274番１、305番、306番
　　　　　総面積／424.70㎡　地目／宅地　
　○建物　所在／横手市中央町274番地
　　　　　店舗・居宅／面積１階244.49㎡、２階85.90㎡
　　　　　建築年／平成８年　
　　　　　構　造／木造亜鉛メッキ鋼板葺２階建
◆最低売却価格　9,800,000円（土地・建物一括売却）
◆公売保証金　　1,000,000円
◆入札資格　　　横手市税に滞納のない方等
◆入札日時　　　２月12日(金)午前10時～10時30分　　
　　　　　　　　※午前９時45分～入札説明
◆入札会場　　　市役所横手庁舎５階第２会議室
◆売却決定　　　２月19日(金)午前10時
◆問合せ　　　　市財務部納税課（横手庁舎内）　32-2518

 

　昨年６月にスタートした〝チーム・プラスＹ〟活
動の優良事例やユニークな取り組みへの表彰や『発
酵』にちなんだ講演会などを開催します。また、講
演会終了後には地産地消の促進や情報交換を目的と
した交流会を開催しますので、
ぜひご参加ください。
◆日　時　
　２月12日(金)
　午後１時～午後５時
◆場　所　
　横手セントラルホテル
◆問合せ　
　市産業経済部
　マーケティング推進課（増田庁舎内)　45-5537

講師の小泉武夫氏

税金税金 差押えした財産を公売します

「伝統食文化・農業生産・食品開発等、各部会活動を通じて横手の発酵食品の盛り上げに貢献します！」 【よこて発酵文化研究所】
「横手産食材をＰＲします！」【有限会社 雄物川印刷】
「『横手市の食材で健康』をテーマに新たに注目されるべき食材を発掘し広報します！」【オフィスＮＯＲＩＭＡＫＩ】

『食と農』フォーラム in 横手を開催します
～「発酵」とチーム・プラスＹ活動～

『食と農』フォーラム in 横手を開催します
～「発酵」とチーム・プラスＹ活動～

【表彰式・講演会】
　13：00～ チーム・プラスＹ優良取組者表彰式
　13：30～ 優良取組者事例発表
　14：15～ 記念講演
　　　　　演題：『雪国の食文化と発酵食品』
　　　　　講師：東京農業大学 名誉教授 小泉武夫氏
　15：30～ パネルディスカッション
　　　　　テーマ：『若い力で生み出せ！オリジナル
　　　　　　　　　 地域ブランド商品！』
　　　　　コーディネーター：
　　　　　　　　　秋田大学 准教授 小川竜二郎氏
【地産地消交流会】
　18：00～ 横手セントラルホテル ラ・ポート
　　　　　（別途参加費がかかります）

情報局情報局

れんげ草の会 矢野

～明るく楽しい子育てと子どもたちの
　　　　　　すこやかな成長を応援します～

市内の子育て支援サークルや団体によるネットワーク会員の
方からのお便りコーナーです。

「子育ては笑顔とゆとりで楽しく！」

子育て

楽しく
明るく！

楽しく
明るく！ ねっと会員通信

子 育 て 支 援 課 ３ ５ ‐ ２ １ ３ ３

　昔の子育ては、気持ちに余裕がなく、考え方も狭く、
周囲への気配りもなく夢中に過ごした気がします。現
在、子育て真っ最中のみなさんはどうですか？
　ちょっと焦り始めているな…と感じたら、立ち止ま
って周りを見てみましょう。年配の方から声や知恵・
知力を借りましょう！また、笑顔で子どもと向き合っ
てギュッと抱きしめましょう。子育てにゆとりを！！
　子育ては〝自分自身も成長する共同作業〟だと考え
ると、その一瞬一瞬が楽しく感じられるはずです。
　れんげ草の会では、気負わずゆったりと、それぞれ
の楽しみを見つける活動を目指
しています。会員同士で学び合
えることも喜びです。
気軽にご参加ください！
◆毎月第３日曜日
◆午前10時30分～11時30分
◆雄物川図書館

児童虐待防止講演会を開催します！

笑って考えよう！～日常の中にある人権問題～

　「児童虐待防止講演会って専門的な人が参加する
んじゃないかしら」と思いがちなテーマですが、決
して堅苦しい講演ではありません。誰もが楽しく、
笑顔で帰ってもらえるようにと企画した内容です。
　講師の社会人落語家・石崎豊氏は、落語を通じて
〝身近にある人権問題〟に気付いてもらおうと精力
的に活躍しています。一緒に笑いのある楽しい時間
を過ごし、人権問題について考えてみませんか。
　申込方法等の詳細は、今回の市報と併せて配布さ
れるチラシをご確認ください。たくさんの方の参加
をお待ちしています。
☆日　時／２月18日(木) 午後１時30分～３時　
☆場　所／平鹿生涯学習センター（浅舞公民館）
☆入場料／無料※託児有り
　参加希望者は２月10日(水)まで申込みが必要です。
☆申込み／市福祉環境部子育て支援課　35-2133

　

　
　横手市の魅力的な地域づくり、市
民参加型のまちづくり活動に生かせ
るように、まちづくりの先進地・新
潟の現場視察（研修）を行います。話
し合いや会議の場におけるコーディ
ネート・ワークショップ手法を学ぶ
ほか、新潟市内のまち歩きや、まちづくりに携わった市
民団体との意見交換も予定しています。市民・行政協働
のまちづくりに興味のある方は、ぜひご参加ください。
◆日　　時　３月５日(金)～７日(日) ２泊３日
　　　　　　※横手市～新潟市間は公用バスで移動
◆視察場所　新潟県新潟市、村上市（予定）
◆参加費用　無料※食事代は各自で負担
◆定　　員　20人※応募者多数の場合は抽選
◆申込期限　２月19日(金)
◆申込方法　経営企画課、または各地域局地域振興課備
　　　　　　え付けの申込書に必要事項を記入し提出。
◆申 込 先　市総務企画部経営企画課(本庁南庁舎内)
　　　　　　　35-2164

まちづくりの先進地

新潟県へ！

公売物件
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Topics

　１月10日、年末年始にかけて行われた『元気わくわ
く大商業祭』の公開抽選会が、道の駅十文字で開催さ
れました。これは、市内４商工団体が連携し、消費拡
大と消費者サービスの向上を図る目的で実施されたも
の。会場は当選番号を確かめる大勢の人でにぎわい、
番号が発表されるたびに歓声が上がっていました。

元気わくわく大商業祭抽選会  ゆっぷる入館者200万人に到達 （平鹿）
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広げよう新たな保存継承活動の輪
■第４回秋田盆おどりサミットin増田（増田）

増田の盆おどり（左、右下）、浜美枝氏の基調講演(上）の様子

　１月17日、盆踊り保存継承活動のネットワークの構築
と後継者育成を目的に、増田ふれあいプラザで『秋田盆
おどりサミットin増田』が開催されました。ステージで
は、増田盆おどりや本館盆踊り（美郷町）、岩崎盆踊り（湯
沢）、羽後高校郷土芸能部の西馬音内盆踊りが、お囃子と
軽妙な地口に合わせて披露されました。また、浜美枝氏
による基調講演や保存会代表者らによるパネルディスカ
ッションなども行われ、保存継承活動の大切さと郷土愛
を育む盆踊りのよさを再確認するサミットとなりました。

（十文字） （大雄）

力は己の中にある

　１月10日、人形作りやバルーンアート体験などの芸術
体験を通して子どもたちの豊かな創造力と人間性を育む
催しがあさくら館で開かれ、約100人が参加しました。
　東京を拠点に活動する『ＮＰＯ法人遊び環境Museumア
フタフ・バーバン』による“忍者遊び道場”では、参加
者全員が風呂敷を使って忍者に大変身。たくさんの仕掛
けが隠された会場で、様々なグループゲームを楽しみな
がら、お互いに協力することの大切さや自分の力を信じ
る心などを自然に学びました。

■横手親子劇場主催『子どもの芸術体験ひろば』（横手）

　１月５日、大雄地域の小学生27人が国際交流を楽し
みました。大雄子ども公民館事業の一環で、ロシア出
身で秋田市に住む泉スベトローナさんを招き、調理や
ロシア文化の話などを通して交流。ロシアの家庭的な
お菓子『カルトシュカ』を一緒に作り、子どもたちは文
化の違いや意外な共通点を感じ取ったようでした。

ロシアのお菓子づくりに挑戦

『みんなの体を使って横手やきそばを表現する』というお題に挑む参加者

　１月17日、平鹿ときめき交流センター『ゆっぷる』
の入館者が200万人に到達。平成７年８月のオープン
から14年５カ月での大台達成を記念してセレモニーが
行われ、200万人目となった織田龍治さん（増田）に記
念品が贈られました。この日は、恒例のりんご風呂も
行われ、とてもホットな１日になりました。

 

■三助稲荷神社梵天奉納（１月17日・大森）
　県の記録選択無形民族文化財に指定されている三助稲
荷神社の梵天奉納。力強い「ジョヤサ」の掛け声ととも
に、若衆が担ぐ梵天７本と恵比寿俵が奉納されました。

　上醍醐と金屋の両地区で、それぞれ５本の大たいまつ
を焼き、五穀豊穣と無病息災を祈願。降り続く雪の中、
火守りの男衆が火の神に安寧の祈りを捧げました。

■たいまつ焼き（１月15日・平鹿）

　南郷三ツ屋地区の約20人が参加。長老役の女性を囲ん
で長さ約10メートルの大きな数珠をたぐり寄せ、念仏を
唱えながら１年の無病息災を祈りました。

■百万遍念仏講（１月11日・山内）
　二井山湯殿山神社で伝統の裸参りが行われました。参
拝に訪れた下帯姿の男衆らは、勢いよく冷水を被り、今
年一年の無病息災や家内安全などを祈りました。

■二井山裸参り（１月７日・雄物川）

人
々
に
宿
る

　
地
域
を
愛
す
る
心

　　
　
　
～
市
内
各
地
で
小
正
月
行
事
～

■第18回銀河系宇宙ほらふき決勝大会（雄物川）

「収量が増える万能植物栄養剤（１本１億円）を開発した」と切り出す阿部さん

笑う門にはホラ吹く来たる！？

　銀河系宇宙規模の壮大なホラ吹き合戦が16日、雄物川
コミュニティセンターで開催されました。「笑いで地域
を明るく・元気に」と、毎年恒例となったこの大会に、
今年は市内外から６人の ホラ吹き が出場。
次々とユーモアたっぷりのホラを披露し、
約300人の観衆を笑いの渦に巻き込みまし
た。大賞は、地球温暖化や食糧危機をテー
マにした阿部養助さん（羽後町）が選ばれ、
 宇宙限定米 ほら錦 60㌔が贈られました。〝　　　　　　　　 〟

   

　１月11日、野菜直売所『野菜蔵』の会員が栽培した農
産物を使った創作料理試食会が、リゾートハウスふれ
あいで行われました。地場産食材を多用することで、
地域の活性化や新商品開発につなげようと〝ホウレン
ソウといぶりがっこの炒めもの〟や〝ライスケーキ〟
など９品が紹介され、約70人が味を確かめていました。

地場産食材で創作料理試食会 （大森）

じ　ぐち

ぼん　　でん

ミュージアム

〝　　　　〟
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無料 バス

無料 バス

無料 バス

【大雄】長太郎稲荷神社梵天祭
●日時　２月７日（日） 11：00～
●場所　長太郎稲荷神社

【横手】よこてぼんでん唄コンクール
●日時　２月７日（日） 13：00～
●場所　秋田ふるさと村ドーム劇場

【横手】梵天コンクール
●日時　２月16日（火） 9：30～
●場所　横手地域局前富士見大通り

■かまくらDEナイト（前夜祭）
●日時　２月13日（土）～14日（日）
　　　　18:00～21:00
●場所　横手地域局前道路公園・横
　　　　手公園
　
　　　　　 会場へ向かうバス
　　　　　　 17：40～21：00頃
　 横手体育館（無料駐車場）⇔かま
   くら館横⇔横手公園

■かまくら撮影会
【雄物川会場】
●日時　２月14日（日）17：00～19：00
●場所　木戸五郎兵衛村

　　　　　 会場へ向かうバス
　　　　　　 13：00～19：00
　 横手駅⇔かまくら館横⇔木戸五
　 郎兵衛村
　
【横手会場】
●日時　２月15日（月）～16日（火）
　　　　18：00～21：00
●場所　横手南小学校グラウンド

■金沢地区雪まつり
　『とりごや村』
●日　時　２月13日（土）
　　　　　13：00～21：00
●場　所　後三年の役金沢資料館
●問合せ　金沢公民館　37-2111

【横手】梵天奉納
●日時　２月17日（水） 10：00～
●場所　横手地域局前～旭岡山神社

【横手】金澤八幡宮ぼんでん
●日時　２月18日（木） 14：00～
●場所　金澤八幡宮鳥居前

【増田】三所神社梵天まつり
●日時　２月21日（日）9:30～12：00
●場所　中・七日町通り 商工会前駐車場

ぼんでんまつり

かまくらのイベント

★携帯電話からも
　観光情報が取得できます
★携帯電話からも
　観光情報が取得できます
　右のＱＲコードを
読み取ることにより、
「横手まちナビ」に
アクセスできますの
で、ご活用ください。

かまくらについての問い合わせは、
（社）横手市観光協会へどうぞ。
　33－7111

～13
2/ 16

2/～13
2/ 16

2/

■かまくら
●日時　２月15日（月）～16日（火）　
　　　　18：00～21：00
●場所　横手地域局前道路公園・羽
　　　　黒町武家屋敷通り・二葉町
　　　　かまくら通り・横手公園
【ミニかまくら】
●日時　２月15日（月）～16日（火）
　　　　18：00～21：00
●場所　横手南小学校校庭・横手南
　　　　小学校～横手病院・蛇の崎
　　　　川原
　
　　　　　 会場を巡回するバス
　　　　　　 17：40～21：00頃
　 上宮幼稚園前→二葉町→横手公
　 園→横手南小学校（羽黒町武家
　 屋敷通り会場）→上宮幼稚園前
　
　　　　　 会場へ向かうバス
　　　　　　 13：00～21：00頃
　 横手体育館（無料駐車場）⇔かま
　 くら館横

■かまくら協賛物産展
●日時　２月14日（日）～16日（火）
　　　　10：00～21：00（14日は13：00～）
●場所　かまくら館前物産会場

■かまくら
　in 木戸五郎兵衛村2010
●日　時　２月15日（月）～16日（火）
　　　　　9：00～17：00
　　　　　※ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ16：00頃～21：00
●場　所　木戸五郎兵衛村
●問合せ　雄物川地域局産業振興課
　　　　　　22-2187
　
　　　　　 会場へ向かうバス
　　　　　　 9：00～17：00
　 横手駅⇔かまくら館横⇔木戸五
　 郎兵衛村
　

無料 バス

無料 バス

■そのほかのイベント
【雪の芸術】
●日時　２月13日（土）～16日（火）　
●場所　光明寺公園・横手商工会議
　　　　所・横手地域局前ほか

【第８回手作りあかり展アート in よこて】
●日時　２月11日（木）～17日（水）　
　　　　9：00～18：00（2/13～16は～21：00）
●場所　こうじ庵（鍛冶町）

【昔語り】
●日時　２月14日（日）～15日（月）
　　　　13：30～19：00
●場所　かまくら館２階ホール

【エコキャンドル作製体験】
●日時　２月15日（月）～16日（火）
　　　　13：30～16：00
●場所　横手青年会議所本部テント
　　　　（光明寺公園内）

情報～information～

 

情 報
information

　

  

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
講
座 

　

  

『
気
付
き
と
癒
し
』

　

高
野
山
大
学
・
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
准

教
授
を
講
師
に
迎
え
、
自
分
で
出
来

る
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
、
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
２
月
27
日(

土)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
限
／
２
月
19
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
共
同
推
進
室　

３

　

５
‐
２
１
５
８

　
　

横
手
市
史
『
叢
書
』
を
刊
行

　
　

　

横
手
市
史
叢
書
の
11
冊
目
と
し
て
、

中
世
の
軍
記
物
や
板
碑
、
金
沢
八
幡

宮
所
蔵
大
般
若
経
な
ど
横
手
の
中
世

史
料
を
豊
富
に
収
録
し
た
『
史
料
編

中
世 

補
遺
２
』を
刊
行
し
ま
し
た
。

◆
価
格
／
２
，
０
０
０
円（
税
込
み
）

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
市
史
編
さ

　

ん
室　

３
５
‐
５
７
２
２

　
　

雄
物
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

主
催
講
演
会

　
『
造
山
遺
跡
か
ら
古
代
横
手
盆
地

の
実
像
に
迫
る
』
と
題
し
、
県
教
育

委
員
会
・
高
橋
学
氏
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
17
日(

水)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
（
入
場
無
料
）

◆
場
所
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー

◆
問
合
せ
／
雄
物
川
地
域
局
産
業
振

　

興
課　

２
２
‐
２
１
８
７

　
　

第
３
回
農
村
環
境
・
環
境
保

　
　

全
型
農
業
を
考
え
る
集
い

　
『
環
境
保
全
型
農
業
に
農
業
者
が

期
待
す
る
も
の
、
消
費
者
か
ら
期
待

さ
れ
る
も
の
』
と
題
し
、
東
京
大
学 

松
本
聰
名
誉
教
授
の
講
演
や
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
に
関

す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
耕
作
放

棄
地
解
消
の
事
例
発
表
な
ど
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
23
日（
火
）午
後
１
時

　

〜
５
時
（
入
場
無
料
）

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
限
／
２
月
15
日（
月
）

◆
申
込
み
／
平
鹿
地
域
局
産
業
振
興

　

課　

２
４
‐
１
１
１
８

　
　

第
20
回
横
手
市
増
田
地
域

　
　

農
業
活
性
化
講
演
会

　
『
農
業
が
変
え
る
地
域
の
未
来
』を

テ
ー
マ
に
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

小
谷
あ
ゆ
み
氏
の
講
演
会
や
増
田
高

校
農
業
科
学
科
の
研
究
発
表
、
東
北

農
村
青
年
会
議
意
見
発
表
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
、
農
業
近
代
化
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
会
員
・
小
原
諭
さ
ん
の
実
践

発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
17
日(

水)

午
後
１
時

　

30
分
〜
（
入
場
無
料
）

◆
場
所
／
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
問
合
せ
／
増
田
地
域
局
産
業
振
興

　

課　

４
５
‐
５
５
１
５

　
　

パ
パ
マ
マ
教
室
参
加
者
募
集

　
　
（
全
３
回
コ
ー
ス
）

　

安
心
し
て
出
産
を
乗
り
越
え
、
楽

し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う
、
パ
パ
マ

マ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程
・
内
容
／
２
月
26
日（
金
）パ

　

パ
の
妊
婦
体
験
・
妊
娠
中
の
食
事

　

の
と
り
方
、
３
月
５
日（
金
）マ
タ

　

ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
先
輩
パ
パ
マ
マ

　

と
の
交
流
会
な
ど
、３
月
12
日（
金
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
練
習

◆
対
象
者
／
平
成
22
年
５
月
か
ら
７

　

月
に
出
産
予
定
の
方

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
先
着
18
組
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
19
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

朝
倉
公
民
館
主
催
講
座

　
　

第
５
弾『
あ
い
あ
い
☆
広
場
』

【
育
児
支
援
講
座『
コ
コ
ロ
の
講
話
』 

〜
命
の
き
ず
な
と
心
の
触
れ
合
い
〜
】

　
洞
雲
寺
・
柴
田
康
裕
住
職
を
講
師

に
迎
え
、
先
人
た
ち
の
教
え
か
ら
育

児
の
智
慧
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
２
月
23
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
乳
幼
児
と
保
護
者
先
着
20
組

◆
申
込
期
間
／
２
月
１
日（
月
）〜
10

　

日（
水
）

◆
申
込
み
／
あ
さ
く
ら
館　

３
５
‐

　

２
１
３
８

　
　

桃
の
節
句
の
洋
菓
子
教
室

　
　

　

小
松
屋
本
店
・
小
松
貞
吉
氏
を
講

師
に
迎
え
、
ひ
な
祭
り
を
彩
る
洋
菓

子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
25
日(

木)

午
後
６
時

　

30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
一
般
女
性
先
着
18
人

◆
参
加
費
／
８
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
２
月
３
日（
水
）午
前

　

９
時
〜

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー　

３
３

　

‐
３
９
９
５
、
３
２
‐
３
１
３
７

　
　

第
２
回
横
手
市
民

　
　

ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

◆
大
会
日
時
／
２
月
28
日(

日)

午
前

　

８
時
30
分
集
合

◆
場
所
／
天
下
森
ス
キ
ー
場

◆
種
目
／
大
回
転

◆
参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

◆
参
加
費
／
２
０
０
円(

保
険
料
込)

◆
申
込
期
限
／
２
月
22
日(

月)

◆
申
込
方
法
／
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
て　

　
（
横
手
・
増
田
地
域
は
各
体
育
館
）

◆
申
込
み
／
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
は
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
課　

３
５
‐
２
１
７
３

・国民健康保険税８期
・介護保険料８期
・後期高齢者医療保険料８期
　※年金天引きでないもの

納期限を過ぎる場合は、納税相談に
お越しください。
市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

◆納期限は３月１日です◆

ち

え

そ
う
し
ょ

催
　

し
催

　

し
催

　

し

講
　

座
募

　

集

講
　

座

講
　

座

講
　

座

お
知

ら
せ

も
く
よ
く

　各世帯に申込用紙を配布しますので、必要事項を記
入し、掛け金を添えて申し込みください。

◆申込み／各地域局地域振興課、各出張所
　　　　　秋田銀行・北都銀行各支店、羽後信用金庫
　　　　　おものがわ農協
◆問合せ／市総務企画部総務課　35-2161
　　　　　または各地域局地域振興課まで　　

●交通災害共済掛金　　年間 400円/1人
●不慮の災害共済掛金　年間 600円/1人

平成22年度交通災害・不慮の災害
共済の受付が始まります!!

平成22年度交通災害・不慮の災害
共済の受付が始まります!!

い 

た 

び



　
　

『
雪
の
芸
術
』出
展
作
品
募
集

　
　

　

横
手
の
雪
ま
つ
り
に
彩
り
を
添
え

る
〝
雪
の
芸
術
〞
を
作
製
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
個
人
・
団
体
の
二
部
門
が

あ
り
、
団
体
の
部
へ
の
参
加
団
体
に

は
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
個
人
の
部
】１
人
ま
た
は
家
族
で
作

製
す
る
ミ
ニ
雪
像

◆
申
込
期
間
／
２
月
７
日（
日
）〜
17

　

日（
水
）

◆
申
込
方
法
／
雪
像
の
写
真
を
か
ま

　

く
ら
館
へ
送
付
、
ま
た
は
横
手
市

　

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
指

　

定
ア
ド
レ
ス
へ
送
信

【
団
体
の
部
】２
人
以
上
で
作
製
す
る

大
型
雪
像（
縦・横・高
さ
が
２
ｍ
以
上
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
10
日（
水
）

◆
申
込
方
法
／
か
ま
く
ら
館
に
あ
る

　

申
込
書
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　

３
３
‐
７
１
１
１

　
　

ミ
ニ
か
ま
く
ら
ロ
ー
ド
作
製

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◆
製
作
日
時
／
２
月
15
日（
月
）午
後

　

２
時
30
分
〜
５
時
※
点
灯
は
15
日

　

〜
16
日
、
午
後
５
時
〜

◆
集
合
場
所
／
光
明
寺
公
園
内
（
花

　

長
向
い
）
横
手
青
年
会
議
所
本
部

　

テ
ン
ト

◆
製
作
場
所
／
横
手
地
域
局
〜
横
手

　

南
小
学
校
〜
横
手
幼
児
園
付
近

◆
持
ち
物
／
ス
コ
ッ
プ
、
移
植
ベ
ラ

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
青
年
会
議
所

　
『
横
手
の
地
域
創
造
委
員
会
』事
務

　

局
（
横
手
商
工
会
議
所
内
）　

３

　

２
‐
１
１
７
０

　
　
『
十
文
字
雪
ま
つ
り
』雪
像

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　

道
の
駅
十
文
字
で
は
、
２
月
20
日

（
土
）に
開
催
す
る
『
十
文
字
雪
ま
つ

り
２
０
１
０
in
道
の
駅
十
文
字
』
に

併
せ
て
、
市
民
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
作

品
に
は
賞
金
10
万
円
、
入
賞
作
品
に

も
賞
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
定
数
／
10
チ
ー
ム

◆
申
込
期
限
／
２
月
７
日（
日
）

◆
申
込
み
／
道
の
駅
十
文
字　

２
３

　

‐
９
３
２
０

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
ご
案
内

【
講
演
会
『
地
域
資
源
の
見
つ
け
方
、

生
か
し
方
、
組
み
合
せ
方
』
起
業
家

的
発
想
で
、「
当
た
り
前
」を「
憧
れ

の
的
」に
変
え
る
！
】

◆
日
時
／
２
月
５
日（
金
）午
後
４
時

　

〜
７
時

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー
（
神
明
町
）

【
も
の
づ
く
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
学
習
会

『
ト
ヨ
タ
生
産
方
式（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）の
活
用

と
展
開
』】

◆
日
時
／
２
月
９
日（
火
）・
10
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
労
働
課
内
）

　
　

４
５
‐
３
９
９
０

　
　

健
康
づ
く
り
教
室

　
　

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
４
日（
木
）午
前
９
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
美
郷
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
50
人

◆
申
込
み
／
県
健
康
づ
く
り
推
進
チ

　

ー
ム　

４
５
‐
６
１
３
４

　
　

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

　
　

事
業
主
説
明
会

　

秋
田
労
働
局
で
は
、
事
業
主
を
対

象
に
、
雇
用
管
理
や
就
業
規
則
の
整

備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
改
正

育
児
・
介
護
休
業
法
、
改
正
労
働
基

準
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
２
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
定
員
／
１
２
０
人

◆
申
込
期
限
／
２
月
18
日（
木
）

◆
申
込
み
／
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等

　

室　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
４

　
　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

　
　
　

　

職
員
採
用
予
定
の
あ
る
介
護
・
福

祉
施
設
の
人
事
担
当
者
が
参
加
し
、

個
別
面
談
や
事
務
局
職
員
に
よ
る
福

祉
の
就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
17
日（
水
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◆
対
象
／
介
護
・
社
会
福
祉
施
設
な

　

ど
へ
の
就
職
希
望
者

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議

　

会
地
域
福
祉
部　

０
１
８
‐
８
６

　

４
‐
２
８
８
０

　
　

第
59
回
横
手
地
域
市
民

　
　

ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

◆
大
会
日
時
／
２
月
21
日（
日
）午
前

　

９
時
開
会
式

◆
場
所
／
横
手
公
園
ス
キ
ー
場
、
赤

　

坂
総
合
公
園

◆
種
目
／
回
転
、
大
回
転
、
距
離

◆
参
加
資
格
／
横
手
地
域
に
在
住
ま

　

た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

◆
申
込
期
限
／
２
月
12
日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
体
育
館　

３
３
‐

　

２
１
０
２

　
　

第
21
回
増
田
地
域
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

◆
大
会
日
時
／
２
月
28
日（
日
）午
前

　

８
時
30
分
開
場

◆
場
所
／
増
田
体
育
館

◆
参
加
資
格
／
増
田
地
域
に
在
住
ま

　

た
は
勤
務
し
て
い
る
方
の
チ
ー
ム

◆
内
容
／
20
代
の
部
と
30
代
以
上
の

　

部
の
２
部
門

◆
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
３
，
５
０
０
円

　

（
保
険
料
・
参
加
賞
代
な
ど
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
17
日（
水
）

◆
申
込
み
／
増
田
体
育
館　

４
５
‐

　

３
６
６
０

佐藤郁弥『ガラス作品展』　
●期間／２月13日(土)～16日(火)、①13・14日は午前11
時～午後５時、②15・16日は午後２時～午後９時　●場
所／ギャラリー夏扇庵（四日町、居酒屋土間人隣り）●
入場料／無料 ●問合せ／佐藤さん 　090-3124-1331

『かまくらチャリティーコンサート』～癒しの音楽～
　クラシックギターとフルートなどの美しいアンサンブ
ルの音色をお楽しみください。
●日時／２月13日(土)午後２時開演 ●場所／かまくら館
●入場料／無料 ●問合せ／片岡さん 　018-824-8986

とっぴんぱらりのプー 第102回昔語りの会
●日時／２月14日(日)～15(月)午後１時30分～ ●場所／
かまくら館 ●問合せ／尾形さん 　32-0630

第40回かまくら探勝 全国俳句大会
●日時／２月16日（火）午前９時～※午前10時30分投句締切
●場所／横手シャイニーパレス ●参加費／3,000円（昼食等
含む） ●問合せ／横手かまくら吟社 山崎さん 　32-6324

横手冬の陣～カマクラーの集い～（若者会議実践行動）　
●日時／２月18日(木)午後４時30分～７時30分　●場所
／かまくら館 ●内容／かまくら・雪像イルミネーション
点灯、バーチャル雪合戦、焼きそばクイズ、ステージ発
表など ●問合せ／秋田県南ＮＰＯセンター 　38-8247

自然を愛する皆さんの集い　
●日時／２月21日(日)午後１時開演 ●場所／煉瓦屋(寿
町) ●内容／Ｉターン・Ｕターン者から見た秋田を元気
にする方法等　●参加費／800円(軽食付) ●問合せ／煉
瓦屋 　33-2811

南部シルバーエリア料理教室
●日時／２月27日(土)午前９時50分～　●内容／中華お
こわ、きのこサラダ、蒸しパン　●参加費／1,000円（材
料費・保険料込）　●定員／20人　●持ち物／エプロン、
筆記用具 ●申込期限／２月23日(火) ●申込み／南部シ
ルバーエリア 　26-3880

バスケットボール『ウィンターリーグ２０１０』
●日時／３月７日(日)・14日(日)、午前10時～ ●場所／
雄物川体育館 ●参加資格／一般男女 ●定員／先着８チ
ーム  ●参加費／１チーム6,000円 ●申込期限／２月19
日(金) ●申込み／ＮＰＯ法人よこてスポーツクラブ（横
手体育館内） 　33-2102
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idobata  plaza
どばたプラザい

お
知

ら
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か　せん あん

ヤングミッション

　
　

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す　

　
　

　

平
成
21
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

間
は
２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15
日

（
月
）〔
消
費
税
は
３
月
31
日（
水
）〕ま

で
で
す
。
※
税
務
署
の
申
告
会
場
が

２
階
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署　

３
２
‐

　

６
０
９
０

　
　

確
定
申
告
無
料
相
談　

　
　

　

東
北
税
理
士
会
横
手
支
部
で
は
、

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ

　

ー
横
手
南
店

◆
問
合
せ
／
東
北
税
理
士
会
横
手
支

　

部　

３
３
‐
２
６
４
２

　
　

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
『
放
送

　
　

大
学
』
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
、
正
規
の
大
学
で
す
。

１
科
目
か
ら
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
募
集
学
生
／【
教
養
学
部
生
】全
科

　

履
修
生
（
大
学
卒
業
を
目
指
す
）
、

　

選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
（
１

　

年
間
ま
た
は
半
年
間
在
学
し
、
好

　

き
な
科
目
を
学
習
）【
大
学
院
生
】

　

修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
（
１

　

年
間
ま
た
は
半
年
間
在
学
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
28
日（
日
）

◆
問
合
せ
／
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ

　

ン
タ
ー　

０
１
８
‐
８
３
１
‐
１

　

９
９
７

　
　

特
許
活
用
講
習
会

　
　

　

特
許
の
基
礎
知
識
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
、
出
願
手
続
き
の
講
習
会
で
す
。

◆
日
時
／
２
月
17
日（
水
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
し
す
て
む
工
房（
外
ノ
目
）

◆
対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力

  

が
で
き
る
方　

◆
定
員
／
先
着
10
人
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
知
的
所
有
権
セ

　

ン
タ
ー　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
５

　

６
１
４

　
　

大
曲
技
術
専
門
校

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

事
業
所
等
に
お
勤
め
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

◆
マ
ク
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
習
／

　

２
月
23
日（
火
）・
24
日（
水
）

◆
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
に
よ
る
カ
ー
ド
・

　

チ
ラ
シ
・
イ
ラ
ス
ト
作
成
講
習
／

　

２
月
24
日（
水
）・
25
日（
木
）

◆
２
級
建
設
業
経
理
士
検
定
試
験
準

　

備
講
習
／
３
月
２
日（
火
）・３
日（
水
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
参
加
費
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
各
講
習
10
人　
　

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校
民
間

　

訓
練
支
援
室　

０
１
８
７
‐
６
２

　

‐
６
３
２
１

ふみ　や

募
　

集

講
　

座
お
知

ら
せ

募
　

集

募
　

集

お
知

ら
せ

募
　

集

相
　

談

講
　

座

講
　

座

募
　

集
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　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。島田さんは、前回
の佐藤さんからのご紹介です。

全国達成まであと17府県
　　 　～ ご紹介50人特別編 ～ 

　

平
成
17
年
11
月
15
日
号
に
ス
タ

ー
ト
し
た
『
思
え
ば
遠
く
へ
来
た

も
ん
だ
』
。
前
回
ま
で
で
、
ち
ょ

う
ど
50
人
の
県
外
出
身
の
方
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
特
別

編
と
し
て
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

み
な
さ
ん
の
出
身
地
を
地
図
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
北
は
北
海
道
か
ら
南

は
沖
縄
ま
で
。
そ
れ
ぞ
れ
が
横
手

の
良
さ
を
発
見
し
、
雪
国
で
の
暮

ら
し
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
が
口
を
そ
ろ

え
て
話
し
て
く
れ
た
の
は
『
食
べ

物
の
お
い
し
さ
』
と
『
横
手
の
人

の
あ
た
た
か
さ
』
で
し
た
。
東
北

も
含
め
、
こ
の
地
図
が
ど
こ
ま
で

埋
ま
る
の
か
。
乞
う
御
期
待
。

島田　義武さん
しまだ　よしたけ（21歳・横手）

 

家族や地域のみなさんに感謝！

 い　せ　　ま　き　こ

伊勢 真基子 さん（大森在住・大阪府堺市出身）

※登場した都道府県は■

　

優
し
い
笑
顔
の
中
に
も
、
男
ら
し
さ
と
頼
も

し
さ
が
垣
間
見
え
る
島
田
さ
ん
は
、
ノ
ー
ス
ア

ジ
ア
大
学
の
３
年
生
で
す
。
大
学
で
は
経
済
学

部
に
所
属
し
、
税
務
や
会
計
の
基
礎
や
理
論
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

島
田
さ
ん
は
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
野
球

部
に
所
属
。
横
手
南
中
時
代
に
は
地
区
大
会
で

延
長
13
回（
対
大
雄
中
）、
県
大
会
で
は
延
長
16

回（
対
仙
南
中
）と
い
う
激
戦
を
経
験
し
た
そ
う

で
す
。
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
責
任
感
の
強
さ

が
光
る
島
田
さ
ん
。
「
自
分
で
会
社
を
起
こ
し

た
い
と
い
う
の
が
将
来
の
夢
な
ん
で
す
。
今
は

勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、
き
ち
ん
と
自
分
の
進
む

道
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
し
っ

か
り
と
し
た
口
調
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
や
特
技
は
？

　

野
球
や
釣
り
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
バ
イ
ク
な

　

ど
様
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と

　

に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

大
人
っ
ぽ
く
て
き
れ
い
な
人
が
い
い
で
す
。

横手

１位（４回） 東京、大阪、鹿児島
２位（３回） 北海道、長野、長崎
３位（２回） 群馬、山梨、神奈川
　　　　　 静岡、愛知、宮崎　

出身都道府県の登場回数

　取材を受けてからみなさんに

声をかけてもらう機会が増えま

した。横手に来て10年。横手の

四季のすばらしさや人のあたた

かさは私にとって宝物です。大

好きなお祭りを楽しみながら、

これからもずっと横手で暮らし

ていきたいと思っています。
～登場第１号～

横城小町

　今月の一冊　今月の一冊
　ガラパゴス　中村征夫＝著／新日本出版社　ガラパゴス　中村征夫＝著／新日本出版社

　ダーウィンが進化論を発表する
きっかけになった楽園、ガラパゴ
ス。島に生息する動植物の固有種
の多さは類を見ない。しかし、そ
の楽園も気候変動の影響や、外来
種の侵入など多くの問題を抱えて
いる。とはいえ、この写真集は、
著者が捉えた一瞬の『絵』にこめ
られた親愛感が見るものに安らぎ
を与えてくれる。初めて見るのに、懐かしい。そんな感じを
もたらしてくれる。簡単には行けないからこそ、想像の翼を
ひろげたいものだ。　　　　　　　　　　　【十文字図書館】

・２月13日（土）午前10時30分／十文字
・２月20日（土）午後２時／増田
・２月21日（日）午前10時30分／雄物川・大森

　おはなし会（会場は各図書館)　おはなし会（会場は各図書館)

よさこいソーランサークル

　よさこいソーランは、ソーラン節や地元民謡の
一節を取り入れた曲に合わせ、鳴子で拍子をとり
ながら踊るのが特徴で、全国的にイベントが開催
され、盛り上がりを見せています。
　昨年６月、岩手県の団体に所属していたメンバ
ーの“地元横手でチームを作り活動したい”とい
う思いから結成された横城小町。現在17人が所属
し、週２回、午後７時から女性センターや公民館
などで、踊りの基本やキレ、表情、掛け声を確認
しながら楽しく練習に励んでいます。　
　「踊りを覚えるのが大変で、家でＤＶＤを何回
も見ながら練習しています。踊り子と観客が一体
となる感覚は最高ですね」と話す会員の皆さん。
　代表の八塩さんは「来年の『みちのくYOSAKOI
まつり』に出場するには、メンバーが少ないので
会員を募集しています。興味のある方はぜひ見学
に来てください」と話していました。
◆問合せ　事務局 高橋さん　090-6684-0059

　２月の開館日にご注意ください　２月の開館日にご注意ください
　２月28日からの新図書館システムの試験運用にあたり、下
記の期間、ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。
【貸出休止】２月15日～23日　【全館休館】２月24日～27日
○図書館利用カードが全館共通になります
　利用カードの切り替えのため、試験運用が始まる２月28日
以降に、現在お持ちの各図書館利用カードと名前などが確認
できる運転免許証・健康保険証などをお持ちください。
○貸出冊数が変わります
　個人貸出は、本と雑誌合わせて10冊、ＡＶ資料は２本まで。

　新着図書の紹介　新着図書の紹介
一般向け
　忘却の整理学／外山滋比古〔雄〕
　道と時代を巡る旅／東京地図出版〔増〕
　奇跡の湯玉川温泉の整体師／小川哲男〔横・平・森〕
児童向け・絵本
　絵で見るおふろの歴史／菊地ひと美〔横〕
　ふたつの花／いもとようこ〔平・十〕
　おしっこぴゅー／栗林慧〔雄・森〕　

〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

 

（おうじょうこまち）
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
１歳６か月児健診（平成20年７月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付12：30～13：15
３歳児健診（平成18年７月生まれ）
　日　時　２月５日（金）　受付12：30～13：15
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
12か月児健康相談（平成20年12月～平成21年１月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付9：30～10：00
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成21年９月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成21年６月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成21年１月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付14：00～14：10
１歳６か月健診（平成20年６月～７月生まれ）
　日　時　２月５日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談は大雄地域福祉センター）
12か月児健康相談（平成20年12月～平成21年１月生まれ）
　日　時　２月５日（金）　受付10：00～10：30
１歳６か月健診（平成20年７月～８月生まれ）
　日　時　２月17日（水）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
７か月児健診（平成21年６月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付12：50～13：20
３歳児健診（平成18年６月～７月生まれ）
　日　時　２月17日（水）　受付12：50～13：20
【山内地域】　■場所　横手保健センター
１歳６か月児健診（平成20年７月生まれ）
　日　時　２月４日（木）　受付12：30～13：15
３歳児健診（平成18年７月生まれ）
　日　時　２月５日（金）　受付12：30～13：15
【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談は大雄地域福祉センター）
12か月児健康相談（平成20年12月～平成21年１月生まれ）
　日　時　２月５日（金）　受付10：00～10：30
１歳６か月健診（平成20年７月～８月生まれ）
　日　時　２月17日（水）　受付12：00～12：15

療所診
【増田地域】　　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　　　　　　　診 療 日　2月3・10・17日（水）
　　　　　　　　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　えがおの丘診療所
　　　　　　　　診 療 日　2月3・10・17日（水）
　　　　　　　　診療時間　14：30～15：30
　　　　　　　大沢診療所
　　　　　　　　診 療 日　2月8日（月）
　　　　　　　　診療時間　13：30～14：30

お出かけ前にご確認ください
館日休

談相
【市内全地域対象】
無料税務相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　２月10日（水）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【横手地域】
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　２月４日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　２月12日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
【増田地域】
無料法律相談　■場所　増田福祉センター
　日　時　２月15日（月）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　増田福祉センター　45-4848
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　２月18日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　２月３日・17日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　２月10日（水）　9：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　２月15日（月）　10：00～12：00
【大森地域】
無料法律相談　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　２月19日（金）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　大森福祉センター　26-3274
心配ごと相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　２月９日（火）　9：30～12：00
健康相談・栄養教室　■場所 大森健康温泉
　日　時　２月12日（金）　10：00～11：00
【十文字地域】
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　２月５日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　２月２日・16日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　２月12日（金）　9：30～12：00

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   
  
  

  
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 

  

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

日当番医休

　平鹿総合病院　日曜夜間小児救急外来　32-5124
 【受付時間】18：00～21：00　
 【診療時間】18：30～21：30

２月７日(日)
２月11日(木)
２月14日(日)

横手胃腸科クリニック

こはま泌尿器科クリニック

しおたこどもクリニック

清川町
杉　沢
杉　沢

　35-2222
　35-2666
　35-5005

【診療時間】9：00～12：00（午前中のみ）

横手図書館　　　2月1・3・10・17日
増田図書館　　　2月1・8・9・15日
平鹿図書館　　　2月1・2・9・16日
雄物川図書館　　2月1・3・10・17日
大森図書館　　　2月1・2・9・16日
十文字図書館　　2月1・3・10・17日
山内図書館　　　2月6・7・11・13・14日
大雄図書館　　　2月1・4・8・11・15日

雄物川資料館　　2月1・8・15日
ゆっぷる　　　　2月24日
えがおの丘　　　2月1・8・15日
三吉山荘　　　　2月2・9・16日
大森健康温泉　　2月1・8・15日
ゆとりおん大雄　2月4・18日
南部シルバーエリア 2月8・15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　2月3・10・17日
　西部・南部　 　2月6・7・13・14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　2月1・8・15日

☆２月15日～23日☆
　新システム導入の移行期間のため、
　市内全図書館で貸出休止となります。
　（館内利用のみ）

血日程献
種類

全
血

月日・地域

２月２日(火)
横　手

２月７日(日)
横　手

２月10日(水)
平　鹿

２月15日(月)
十文字

2月17日(水)
雄物川

実施時間
10：00～11：30
12：00～13：00
14：20～15：10
10：00～12：00
13：00～16：00
10：00～11：15
12：30～13：30
13：45～14：45
15：00～16：00
10：00～10：45
12：00～14：45
15：10～16：00
10：00～12：00
13：00～16：00

実　施　場　所
横手市役所 本庁南庁舎

横手警察署
秋田トヨペット㈱横手店

イオンスーパーセンター横手南店
(ふれあい献血キャンペーン）

秋田県果樹試験場
平鹿自動車学校
㈱品川合成製作所
横手市役所 平鹿庁舎

ＪＡ秋田ふるさと十文字 営農資材課
スーパーモールラッキー
秋田県農協乳業㈱

雄物川保健センター 成分
２月７日（日）　無江医師(醍醐クリニック)　
２月14日(日)  岡田医師(岡田小児科医院)
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日本国秋田県横手市

２２
（12/16～１/15日到着分）

（12/16～１/15日到着分）

１１
20102010

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

出荷の時を待つシンビジウム（十文字睦合）

出荷の時を待つシンビジウム（十文字睦合）

読者の声

たくみ　Vol.51

市報よこて
読者プレゼント

応
募
方
法

　
「
読
者
の
声
」の
お
た
よ
り
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
と
発
行
号「
２
月
１
日
号
」

を
明
記
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
当
選
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

２
月
25
日
（
消
印
有
効
）

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

県
南
初
登
場
の
味

洋
な
し
じ
ゅ
う
す
４
種
類

　

12
月
13
日
の
23
時
50
分
ご
ろ
、

「
ふ
た
ご
座
流
星
群
」
を
見
ま
し

た
。
寒
か
っ
た
け
ど
星
座
が
き
れ

い
で
、
流
れ
星
を
い
っ
ぱ
い
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
で
流
れ
星
に
願
い
ご
と
は
唱

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
年

も
み
ん
な
健
康
で
よ
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
、
後
か
ら
お
祈
り

し
ま
し
た
。

（
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
・
61
歳
・
平
鹿
）

　

大
鳥
井
山
遺
跡
が
国
指
定
史
跡

に
答
申
さ
れ
た
そ
う
で
、
決
定
さ

れ
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
よ
く
遊
び
に
行

っ
た
所
に
そ
ん
な
貴
重
な
も
の
が

あ
っ
た
と
は
と
て
も
驚
き
で
す
。

雄
物
川
郷
土
資
料
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
車
の
運
転

が
で
き
な
い
の
で
見
に
行
く
こ
と

が
で
き
ず
、
と
て
も
残
念
で
す
。

（
Ｒ
・
Ｍ
さ
ん
・
62
歳
・
横
手
）

　

雄
物
川
郷
土
資
料
館
で
の
特
別

展
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

３
月
に
は
、
横
手
地
域
で
も
資
料

展
示
と
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

市
報
よ
こ
て
の
１
月
１
日
号
の

特
集
で
は
、
横
手
や
き
そ
ば
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年

９
月
に
開
催
さ
れ
た
『
Ｂ
‐
１
グ

ラ
ン
プ
リ
』
の
反
響
の
大
き
さ
と

主
催
者
側
の
努
力
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
か
く
ゆ
う
私
も
参
加
者

の
ひ
と
り
。
も
ち
ろ
ん
割
り
箸
の

行
き
先
は
、
横
手
や
き
そ
ば
で
し

た
♪
大
好
き
な
横
手
の
活
性
化
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
横
手
や
き

そ
ば
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
・
61
歳
・
横
手
）

　

暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て
の
暴

風
雪
。
30
日
ま
で
の
春
の
よ
う
な

天
気
が
嘘
の
よ
う
に
、
や
は
り
こ

の
ま
ま
で
は
終
ら
な
い
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
元
旦
に
息
子
が
バ
ス

で
帰
京
。
無
事
に
東
京
に
着
く
の

か
、
２
日
の
仕
事
に
間
に
合
う
の

か
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
眠
れ

な
い
夜
で
し
た
。
幸
い
に
も
時
間

ど
お
り
に
新
宿
に
着
い
た
そ
う
で

一
安
心
。
こ
こ
は
雪
国
、
あ
な
ど

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
夢
み
る
お
ば
さ
ん
さ
ん
・

55
歳
・
雄
物
川
）

　

地
産
地
消
を
心
が
け
、
野
菜
を

作
り
、
季
節
を
感
じ
る
食
卓
を
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ま
た
新

し
い
野
菜
に
〝
ト
ラ
イ
〞
し
て
み

ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
さ
く
ら
さ
ん
・
50
歳
・
平
鹿
）

　
『
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
』

の
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
き
で
す
。
横

手
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
や
住
み
心
地
、
食
べ
物
の
こ
と

な
ど
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
々
の
、

横
手
に
対
す
る
感
想
な
ど
楽
し
く

読
ん
で
い
ま
す
。
「
よ
う
こ
そ
横

手
へ
」
と
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
横
手
の
よ
さ
、
食
べ
物
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
ふ
る
さ
と
に

発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
っ
て
も
ら
え
ま
す
ね
。

（
Ｒ
・
Ｈ
さ
ん
・
65
歳
・
十
文
字
）

　

今
朝
の
新
聞
に
『
幸
せ
の
シ
ェ

ア
』
と
い
う
の
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
高
齢
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

不
安
を
解
消
し
た
り
、
気
持
ち
を

楽
に
し
た
り
す
る
傾
聴
が
注
目
さ

れ
て
い
て
、
気
持
ち
を
分
か
ち
合

う
こ
と
で
互
い
の
喜
び
を
得
る
方

法
と
の
こ
と
。
サ
ー
ク
ル
の
名
前

は
『
青
い
鳥
』
話
す
方
も
聴
く
方

も
元
気
に
な
れ
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
場
所
が
横
手
に
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

（
姉
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
80
歳
・
横
手
）

　

市
報
１
月
１
日
号
の
特
集
を
読

ん
で
、
「
謙
譲
は
美
徳
」
今
流
に

言
え
ば
、
時
代
遅
れ
の
宣
伝
下
手

を
背
に
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と

齢
を
重
ね
て
き
た
私
に
は
、
本
当

に
目
か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。
食
は

命
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る

こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
平
均
寿
命
で
は
な
く
健
康

寿
命
も
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

（
加
藤
キ
ミ
子
さ
ん
・
93
歳
・
十
文
字
）

　

年
明
け
早
々
の
寒
波
に
は
お
手

上
げ
で
し
た
。
雪
に
よ
る
事
故
も

相
次
ぎ
、
そ
の
中
で
も
お
年
寄
り

の
方
が
多
く
、
だ
ん
だ
ん
高
齢
化

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い

な
が
ら
「
私
た
ち
も
が
ん
ば
ら
な

い
と
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま

し
た
。
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な

い
よ
う
気
力
と
体
力
で
今
年
一
年

が
ん
ば
ろ
う
。

（
ミ
ッ
チ
ャ
ン
さ
ん
・
51
歳
・
雄
物
川
）

　

私
に
と
っ
て
お
せ
ち
料
理
は
い

ろ
ん
な
意
味
で
生
き
が
い
で
す
。

昔
作
っ
た
お
せ
ち
の
こ
と
や
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今

年
も
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
時
間
と

手
間
を
か
け
て
、
何
重
に
も
な
っ

た
重
箱
に
黒
豆
や
き
ん
と
ん
な
ど

様
々
な
お
か
ず
を
詰
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
お
せ
ち
を
食
べ

て
、
一
年
健
康
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｒ
・
Ｅ
さ
ん
・
77
歳
・
大
森
）

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法
は
25
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（
「
た
よ
り
」
と
明
記
く
だ
さ
い
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

県
南
で
は
初
の
洋
な
し

を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
が
商

品
化
さ
れ
ま
し
た
。
増
田

産
の
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
シ

ル
バ
ー
ベ
ル
な
ど
４
種
類

の
洋
な
し
で
で
き
た
『
洋

な
し
じ
ゅ
う
す
・
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
』

（
７
２
０
ml
）

１
本
を
５

名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

【
提
供
】小
松
谷
果
樹
園

　
　
　
　
　
　
　

４
５
‐
３
５
０
６

　

今
、
県
内
を
訪

れ
る
韓
国
人
観
光

客
が
増
加
。
韓
国

で
10
月
か
ら
放
映

さ
れ
た
ド
ラ
マ『
ア
イ
リ
ス
』が
、
県

内
で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
人
気
の
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
と
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
こ
横
手
で
も

撮
影
が
行
わ
れ
、
市
内
に
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
こ
の
好
機
に
市
で
は
、

観
光
客
の
増
加
、
地
場
産
品
の
海
外

向
け
販
売
を
目
指
し
、
1
月
22
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
『
出
前
か
ま
く
ら

in
ソ
ウ
ル
』
を
仕
掛
け
、
横
手
を
大

い
に
ア
ピ
ー
ル
。
今
年
の
か
ま
く
ら

は
、
横
手
や
き
そ
ば
を
食
べ
に
来
る

観
光
客
と
ハ
ン
グ
ル
が
聞
こ
え
て
く

る
ま
つ
り
に
な
り
そ
う
だ
。（
久
和
）

　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

　

・
・
・
・
・

かまくら職人

※商品名の「プロトタイプ」は『試作品』の意味で、今年度は
　かまくら館と道の駅十文字で限定販売されています。

　横手の冬の風物詩　　かまくら。その歴史は
古く、400年ほど前にさかのぼる。もともとは、
神座を設け水神様を祀った雪室の中で、子ども
たちが餅を焼き甘酒を飲み、遊んで過ごすとい
う冬の民俗行事。明治時代になり、現在の形が
確立された。ここに、長年の伝統を受け継ぎ、
その技を後世に伝える巧がいる。
　35歳のとき、当時の親方に誘われかまくら作
りを始め、職人として27年目の冬を迎えた。今
冬、その豊富な知識と技を活かし、総勢16人の
かまくら職人を率いる親方に就任。今年の雪ま
つりを目前に控え「この立場になって初めて、
歴代の親方の気苦労が実感できる。他の職人が
安心して作業でき、また、一人前の職人が多く
育つように指導していきたい」と話す。
　子どもの遊びから『横手の代名詞』となり、観
光の要素が強くなるにつれ、かまくら自体も変
化してきた。大人が入れるよう大型化し、外観
は高さのある円筒型が主流に。設置基数も増え、
作業効率を考えると重機での雪積みが当たり前
になった。しかし、壁の厚みを均等にしながら
中を堀り、神座を作り上げる作業は職人の経験
と技が物を言う。「昔のようにすべて手作業と
いうわけではないが、一つひとつ丁寧に仕上げ
ていきたい。見た人に〝横手のかまくらは日本
一〟と思わせたい」と力強く語る。そこからは、
伝統への誇りと確かな自信が伝わってくる。

伝統を守り続ける心と技が
 横手のかまくら を背負って立つ〝　　　　　　　〟

神座を完成させ、すべてが整う。
その瞬間、一番の喜びを感じる。

北嶋　勝雄さん（62歳・横手）
きたじま　かつお
昭和22年、旧仙北郡金沢町生まれ。地元の中学校を
卒業後、家業である農家を継ぐ。35歳のとき、当時
の親方の誘いを受け〝かまくら職人〟に仲間入り。
以降、鍛錬を重ねその技術を磨く。この冬、これま
での経験を活かし親方に就任。16人のかまくら職人
とともに、親方として初めての雪まつりを迎える。

まつ
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ベントカレンダーイ Event Calendar
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　(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

（木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

2月1日～2月17日

◆上映時間／午後１時～
　７日（日）「森のリトル・ギャング」　　　【83分】
　14日（日）「ドラえもん　のび太と緑の巨人伝」
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 【112分】
◆問合せ／南部シルバーエリア（大森町） 　26-3880

～南部シルバーエリア無料映写会
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ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/
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■４月４日（日）まで

■２月６日（土）～３月28日（日）
ひな人形展

市報よこて 20No.104  2010(       22　).2.1平成　 年

　明治から戦前までの押絵雛や古
今雛、市指定文化財の享保雛など
を展示します。
◆期　間／２月６日（土）～３月28
　　　　　日（日）※2/12、3/23と
　　　　　月曜日(3/22を除く)は休館
◆時　間／9：00～17：30
　　　　　（入館は16：30まで）
◆場　所／雄物川郷土資料館
◆入場料／大人100円、高校・大学
　　　　　生50円、小中学生無料
◆問合せ／雄物川郷土資料館
　　　　　　22-2793

第45回横手地区高校美術展・冬季展

　横手地区の各高校の美術部員が制作した絵
画、デザインなどを展示します。
◆期　間／２月４日（木）～12日（金）
　　　　　9：30～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　※2/4は15：30から、2/12は15：00まで
◆場　所／県立近代美術館５階ふれんどりー
　　　　　ギャラリー
◆問合せ／横手清陵学院高校 佐藤　35-4033

建国記念の日

 

よこてぼんでん唄コンクール（13：00、秋田ふる
さと村ドーム劇場）
長太郎稲荷神社梵天祭（11：00、長太郎稲荷神社）

雪中田植え・どんど焼き（15：00、阿気兜台神社）

かまくらＤＥナイト（～14日、18：00～21：00、横手
地域局前道路公園、横手公園）
金沢地区の雪まつり（13：00～、後三年の役金沢資料館）
かまくら撮影会（17：00～19：00、木戸五郎兵衛村）

かまくら（～16日、18：00～21：00、羽黒町ほか）
かまくらin木戸五郎兵衛村2010（～16日、9：00～）

梵天コンクール（9：30～、横手地域局前富士見大通り）
梵天奉納（10：00～、横手地域局前～旭岡山神社）

　　　加満食楽まつり
日　時／２月12日（金）16：00～20：00
場　所／あさくら館
内　容／雪遊び、昔遊び、朝倉の味振る舞い他
問合せ／あさくら館 　35-2138

　きくち氏は大森町出身の漫画家
で、デフォルメされた特徴的な絵
と、色気とユーモアに“和”への傾
倒を織り交ぜた独自の世界観で多
くのファンに支持されています。
　会場には、きくち氏の全作品の
原画300点以上を展示。様々な作
品を通して『漫画家・きくち正太』
の軌跡をたどる企画展にぜひご来
場ください。３月28日（日）には、
きくち氏のサイン会も行われます。
◆期　間／４月４日（日）まで
　　　　　※月曜日は休館（月曜
　　　　　　日が祝日の場合は翌日）、ただし２月15日は開館
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
◆場　所／横手市増田まんが美術館
◆入場料／高校生以上300円、小中学生200円、乳幼児は無料
　　　　　※障がい者手帳をお持ちの方、15人以上の団体は
　　　　　　１人あたり100円割引
◆問合せ／横手市増田まんが美術館 　45-5556

■２月11日（木）
雪中田植え・どんど焼き

　大雄地域の阿気兜台神社で行わ
れる雪中田植え。ワラと豆殻を束
ねたものを苗に見立て雪面に植え
付け、五穀豊穣、家内安全を祈願
します。
◆日　時／２月11日（木）15：00～
◆場　所／阿気兜台神社
◆問合せ／大雄地域局産業振興課
　　　　　　52-3913

PickUp!!
ピックアップ

冬の秋田を彩る『県人漫画家特別企画展』第３弾

きくち正太原画展『百花繚乱』
りょうらん

PickUp!!
ピックアップ

10ページに雪まつりの詳しい紹介があります

Pick
Up!!

か　 ま　 く　 ら

かぶとだい


